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大
阪
本
苑
秋
季
慰
霊
大
祭
が
月
次
祭
と
同

日
の
令
和
6
年
9
月
8
日
（
日
）
午
後
1
時

斎
主
乾
清
高
参
事
の
も
と
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
た
。
伶
人
、
祭
員
入
殿
、
祓
式
行
事
、
大

神
様
に
「
慰
霊
大
祭
奏
上
祝
詞
」
改
訂
さ
れ

た
「
世
界
平
安
安
全
祈
願
並
び
に
令
和
6
年

能
登
半
島
地
震
鎮
静
復
興
祈
願
祝
詞
」
を
奏

上
。
天
津
祝
詞
を
参
拝
者
全
員
で
奏
上
後
、

特
設
祭
壇
前
に
祭
員
移
動
。
招
魂
、
献
饌
と

続
き
、斎
主
「
秋
季
慰
霊
大
祭
祝
詞
」
を
奏
上
。

玉
串
捧
呈
で
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、
本

苑
長
、
分
所
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
令
和
6
年

度
前
期
遺
族
代
表
が
敬
虔
に
玉
串
を
捧
呈
し

た
。
神
言
、
讃
美
歌
を
斉
唱
し
、
先
人
の
遺

徳
を
偲
び
、
感
謝
と
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

祭
員
、
伶
人
退
殿
後
、
二
絃
の
会
に
よ
る
八

雲
琴
「
基
本
宣
伝
歌
」
と
「
松
の
齢
」
が
奉

納
さ
れ
た
。
引
続
き
芸
術
部
に
よ
る
冠
沓
句
の

表
彰
で
は
湯
田
次
長
か
ら
三
島
分
所
の
足
立

正
文
氏
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後

水
田
良
司
編
集
部
長
よ
り
お
知
ら
せ
が
あ
り
、

続
い
て
斎
主
乾
清
高
参
事
に
よ
る
帰
魂
、
足

立
正
文
祭
典
執
行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

恒
例
の
福
引
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、
最

後
に
全
員
で
基
本
宣
伝
歌
を
斉
唱
し
秋
季
慰

霊
大
祭
は
無
事
終
了
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
と
し
て
書
道
や
絵

画
、
世
界
連
邦
少
年
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
等
が
展
示
さ
れ
た
。   

参
拝
者
1
7
8
人

先
人
の
遺
徳
を
偲
び

大
阪
本
苑
秋
季
慰
霊
大
祭
執
行

長
寿
を
お
祝
い
し

　

9
月
大
阪
本
苑
月
次
祭
執
行

　
い
ま
だ
続
く
猛
暑
の
中
、
令
和
6
年
9
月
8

日
（
日
）
大
本
大
阪
本
苑
の
９
月
月
次
祭
が
斎

主
谷
内
滋
治
参
事
の
も
と
清
々
し
く
執
行
さ
れ
た
。

　

伶
人
、
祭
員
入
殿
。
祓
式
行
事
と
進
み
、
斎

主
「
月
次
祭
祝
詞
・
誕
生
祭
祝
詞
」・「
長
寿
感

謝
祭
祝
詞
」
を
奏
上
。
玉
串
捧
奠
で
は
、
斎
主

に
続
き
、
宣
伝
使
代
表
、
本
苑
長
、
各
部
代
表
、

長
寿
者
代
表
、
参
拝
者
代
表
・
９
月
誕
生
の
参

拝
者
が
敬
虔
に
玉
串
を
捧
奠
し
た
。
続
い
て
斎

主
先
達
で
神
言
を
奏
上
、讃
美
歌
を
斉
唱
し
た
。

そ
の
後
、
乙
姫
様
礼
拝
で
は
、
天
津
祝
詞
奏
上
、

祭
員
、
伶
人
退
殿
と
進
み
、
神
門
明
子
参
事
が

「
お
ほ
も
と
し
ん
ゆ
」
を
拝
読
し
祭
典
は
終
了
。

　

伊
藤
香
本
苑
長
の
挨
拶
で
は
、「
瑞
生
大
祭

時
の
本
部
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
大
本
誌
9
月
号

に
大
本
・
人
類
愛
善
会
か
ら
の
案
内
に
も
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
「
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
な
る
も
の
が
10
月
か
ら

定
期
接
種
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

開
発
国
の
ア
メ
リ
カ
、
治
験
を
し
た
ベ
ト
ナ
ム

を
初
め
、
日
本
以
外
の
国
で
は
認
可
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と

い
い
、
接
種
し
た
方
の
体
内
で
自
己
増
殖
し
打

っ
て
い
な
い
方
に
も
ワ
ク
チ
ン
が
感
染
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
人
工
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
だ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
瑞
生
大
祭
後
の
8
月
19

日「
世
界
安
全
平
安
祈
願
祝
詞
」が
改
訂
さ
れ
、

確
実
に
安
全
性
の
証
明
無
き
食
品
や
医
薬
品

に
よ
る
健
康
被
害
等
を
憂
う
と
の
文
言
に
な
っ

て
い
ま
す
。
先
日
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
く
機
会

が
あ
り
先
生
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
話
を
し
ま
し

た
が
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
々
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
診

療
し
ま
せ
ん
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
教
主
さ
ま
が
常
々
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
る
通
り
、
我
々
信
徒
は
自
己
免

疫
力
を
高
め
安
全
な
食
事
を
し
慎
重
な
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
神
集

祭
最
終
日
と
終
戦
記
念
日
が
重
な
っ
た
8
月
15

日
機
関
代
表
者
が
教
主
さ
ま
の
ご
面
会
を
さ

せ
て
て
い
た
だ
い
た
折
、「
今
ま
さ
に
基
本
宣

伝
歌
の
時
代
で
す
と
お
っ
し
ゃ
り
自
ら
基
本
宣

伝
歌
を
お
読
み
に
な
り
皆
様
と
共
に
力
い
っ
ぱ

い
大
き
な
声
で
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
典
で
は
、

拍
手
と
祝
詞
の
声
が
そ
ろ
っ
て
、
た
い
へ
ん
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
早
速
、
本
苑
の
乙
姫
さ

ま
月
次
祭
で
も
大
神
様
に
基
本
宣
伝
歌
を
あ

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
る
9
月
11
日

に
は
青
松
会
主
催
の
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願

が
行
わ
れ
ま
す
。
世
界
が
良
い
方
向
に
向
か
う

よ
う
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
世
界
の
平
和
と
安
寧

を
共
に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
、

長
寿
の
お
祝
い
、
秋
の
慰
霊
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
先
祖
が
あ
っ
て
の
私
た
ち
、
先
人
が
あ
っ

て
の
大
阪
本
苑
で
す
。
霊
界
で
の
幸
福
を
お
祈

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
今
月
、
来
月

も
様
々
な
行
事
が
目
白
押
し
で
す
が
健
康
に

留
意
し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。』
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
宣
伝
使
昇
新
任
者
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
神
崎
直
心
会
連
合
会
会
長
よ
り
長

寿
者
に
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
長
寿
者
は

「
歓
ぎ
の
家
」
の
お
祝
い
席
に
移

動
し
た
。
続
い
て
直
会
に
移
り
2

階
で
は
お
茶
席
が
設
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
参
拝
者
1
7
3
人9 月

月次祭
9 月
月次祭

秋季
慰霊大祭
秋季

慰霊大祭

「秋季慰霊大祭祝詞」「秋季慰霊大祭祝詞」

招魂招魂

玉串捧奠（長寿者代表）玉串捧奠（長寿者代表）

玉串捧奠（長寿者代表）玉串捧奠（長寿者代表） 玉串捧奠（長寿者代表）玉串捧奠（長寿者代表）

玉串捧奠（斎主）玉串捧奠（斎主）

「月次祭祝詞」「月次祭祝詞」

「いづのめしんゆ」 拝読「いづのめしんゆ」 拝読 本苑長挨拶本苑長挨拶玄関祓い玄関祓い

長寿者お祝い長寿者お祝い 長寿者お祝いの席長寿者お祝いの席

長寿者お祝いの席長寿者お祝いの席
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第
１
５
３
回
な
に
は
づ
短
歌
会
は
、
9
月

7
日
（
土
）
午
後　

大
阪
本
苑
に
て
開
催
。

　

参
加
者
５
人
、
詠
草
24
首

【
9
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井
　
さ
え
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
に
沸
く
ニ
ュ

ー
ス
の
後
ガ
ザ
攻
撃
に
泣
く
児
の
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
靖
子

夏
休
み
の「
子
ど
も
科
学
電
話
相
談
」の

ラ
ジ
オ
の
声
を
楽
し
み
て
聴
く

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
１
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
、
乙
姫
様
月
次
祭
ま
で
に
本
苑
に
お

送
り
下
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

　

聖
師
さ
ま
は
、
「
人
類
は
本
来
兄
弟
同
胞
で
あ

り
、
一
心
同
体
で
あ
る
」
と
提
唱
さ
れ
、
大
正
14

年
6
月
9
日
人
類
愛
善
会
を
創
立
を
さ
れ
ま
し

た
。
二
代
さ
ま
は
、
昭
和
24
年
12
月
8
日
人
類
愛

善
会
再
発
会
式
に
て
、
「
わ
た
し
の
念
願
は
国
だ

の
宗
教
だ
の
と
い
う
垣
根
を
と
っ
て
、
世
界
中
が

み
ん
な
親
子
兄
弟
に
な
っ
て
仲
良
く
暮
ら
す
世
の

中
を
つ
く
る
こ
と
」
「
今
は
世
界
の
大
峠
に
た
っ

て
い
る
」
と
お
示
し
さ
れ
た
。

　

今
日
も
続
く
混
迷
の
時
代
に
「
A
I
Z
E
N

１
０
０
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
教
団
方
針
・
人
類
愛
善
会 

活
動
方
針
】
を

活
用
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
「
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
生
命
活
動
」
で
す

研
鑽
□
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
等
を
通
し
て
終
末

　
　

期
医
療
（
延
命
治
療
）
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

啓
発
□
「
脳
死
は
人
の
死
で
は
な
い
」
こ
と
を    

　
　

伝
え
よ
う
。

今
月
の「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」

本
苑
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会
報
告

　

大
阪
本
苑
秋
の
祭
式
講
習
会
が
9
月
21
日

（
土
）22
日（
日
）の
両
日
開
催
さ
れ
た
。本
部
よ

り
小
藪
資
史
祭
祀
課
主
事
を
お
招
き
し
、祭
式

6
名
・
葬
祭
7
名
・
係
員
10
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

21
日
午
前
9
時
よ
り
伊
藤
香
本
苑
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
午
前
中
は
基
本
動
作
、午
後
か
ら
は
月

次
祭
ま
で
行
い
夕
拝
後
小
藪
先
生
に
よ
る
講
話

「
ま
つ
り
に
つ
い
て
」を
拝
聴
し
た
。22
日
は
午

前
9
時
か
ら
ご
神
前
の
祭
式
講
習
会
と
並
行

し
、「
歓
ぎ
の
家
」で
葬
祭
研
修
会
を
会
場
の
飾

り
つ
け
か
ら
実
践
形
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
行

い
研
鑽
を
深
め
た
。毎
月
の
よ
う
に
本
苑
管
下

で
葬
祭
が
あ
り
、い
ざ
と
い
う
時
に
実
践
出
来

る
よ
う
に
、今
後
と
も
家
庭
や
分
所
・
支
部
で
の

日
々
の
礼
拝
・
月
次
祭
の
厳
修
と
合
わ
せ
、喫
緊

の
課
題
で
あ
る
後
継
者
育
成
の
た
め
積
極
的
な

参
加
送
り
出
し
を
引
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

残
暑
厳
し
き
９
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
よ

り
斎
主
＝
神
崎
真
理
子
連
合
会
会
長
、
祭
員
＝

湯
田
洋
子
・
伊
藤
千
代
美
・
町
村
加
保
里
、
伶

人
＝
小
野
な
お
み
・
西
野
萩
枝
各
氏
に
よ
り

清
々
し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
参
拝
者
は
74
人
。

小
野
恵
子
・
宇
佐
美
日
出
子
各
氏
は
つ
る
か
め

9
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

抄
『
健
康
・
芸
術
編
』
を
拝
読
。
祭
典
後
は
伊

藤
香
本
苑
長
よ
り
。
教
主
様
ご
近
況
と
し
て
10

月
以
降
の
ご
予
定
に
備
え
、
９
月
末
ま
で
ご
入

院
と
の
ご
報
告
、
ま
た
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝

詞
追
加
箇
所
（
確
か
な
安
全
性
の
証
明
な
き
食

品
や
医
療
品
）
に
関
し
て
、
特
に
ア
メ
リ
カ
ン

ポ
ー
ク
と
果
糖
ぶ
ど
う
糖
液
糖
な
ど
、
ま
た
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性
に
つ
い
て
言
及

が
あ
り
、
信
徒
と
し
て
、
食
生
活
か
ら
自
己
免

疫
力
を
つ
け
、
ご
神
業
に
つ
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
神
崎
真

理
子
連
合
会
会
長
か
ら
、
新
年
度
役
員
並
び
に

各
支
部
長
・
副
支
部
長
の
紹

介
が
あ
り
、
各
氏
よ
り
一
言

ず
つ
挨
拶
が
あ
っ
た
。
芸
術

部
神
門
明
子
氏
よ
り
、
な
に

は
づ
芸
術
文
化
祭
へ
の
た
く

さ
ん
の
参
加
へ
の
お
礼
が
あ

っ
た
。
直
会
は
、
秋
の
味
覚

の
瑞
々
し
い
梨
を
い
た
だ
い

た
。
直
心
会
で
献
金
バ
ザ
ー

に
用
意
し
た
大
根
葉
と
昆
布

の
佃
煮
は
、
皆
様
に
協
力
い

た
だ
き
無
事
に
完
売
し
た
。

最
後
に
基
本
宣
伝
歌
を
斉
唱
、

散
会
と
な
っ
た
。

　

小
学
生
7
名
。中
学
生
1
名
か
ら
ポ
ス

タ
ー
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー

は
9
月
29

日
に
本
部

人
類
愛
善

会
へ
出
展

し
ま
し
た

　

ご
応
募

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
53
回
世
界
連
邦
推
進

全
国
小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
報
告

祭式講習会祭式講習会

講話「まつりについて」講話「まつりについて」

葬祭研修会葬祭研修会

玉串捧呈（令和 6 年度前期遺族代表）玉串捧呈（令和 6 年度前期遺族代表）

帰魂帰魂

福引じゃんけん大会福引じゃんけん大会

「なにはづ芸術文化祭」「なにはづ芸術文化祭」

八雲琴「基本宣伝歌」「松の齢」八雲琴「基本宣伝歌」「松の齢」

斎主「乙姫様月次祭祝詞」奏上斎主「乙姫様月次祭祝詞」奏上

　

9
月
21
日
22
日
に
天
恩
郷
で
開
催
さ
れ
た

大
本
青
年
部
発
足
60
周
年
記
念
行
事
に
大
阪

本
苑
青
松
会
か
ら
6
名
が
ご
奉
仕
に
参
加
し

ま
し
た
。21
日
14
時
に
集
合
、19
時
か
ら
み
ろ

く
会
館
3
階
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
と
同
時
開

催
の「
ご
当
地
グ
ル
メ
市
」で
提
供
す
る
浜
松

餃
子
、お
や
き
等
全
国
各
地
か
ら
の
献
納
品
を

調
理
し
、た
こ
焼
き
を
5
0
0
個
以
上
、お
に

ぎ
り
を
た
く
さ
ん
作
り
、出
席
さ
れ
た
青
年
、

少
年
、直
心
会
ほ
か
2
0
0
名
以
上
の
皆
様
に

お
喜
び
い
た
だ
い
た
。記
念
式
典
で
は
全
国
の

青
年
達
に
よ
る
ダ
ン
ス
、歌
や
漫
才
等
の
演
し

物
が
あ
り
、会
場
は
若
い
熱
気
に
包
ま
れ
て
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。大
阪
本
苑
の
青
年
も
能

と
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、会
場
を
沸
か
す
大
活
躍

だ
っ
た
。翌
22
日
は
万
祥
殿
に
て
青
年
達
に
よ

る
青
年
部
発
足
60
周
年
記
念
祭
典
が
清
々
し

く
執
り
行
わ
れ
た
。青
松
会
員
は
、祭
典
の
準

備
、片
付
け
や
受
付
の
ご
奉
仕
を
し
た
。

●「
大
本
青
年
部
発
足
60
周
年

　
記
念
行
事
」報
告

乙姫様月次祭乙姫様月次祭



令和6年10月13日(3) 大阪本苑だより

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。
用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、
支
部
・
氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。
沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
9
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句　

神
さ
ま
は・ひ
と
ま
ず
は・せ
ま
す
ぎ
る

沓
句　

野
菜
か
な　
　
　
　
　

集
句　

23
句

天 

位
　
　
城
東
分
所
　
柳
川
祐
子

ひ
と
ま
ず
は
足
元
見
つ
め
ご
奉
仕
を

 

◆ 

10
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句 

夜
も
更
け
て
・
あ
き
も
せ
ず
・
ひ
と
つ
ず
つ

沓
句 

秋
祭
り

●
七
五
三
お
祝
い

　
11
月
10
日（
日
）

大
阪
本
苑
11
月
月
次
祭
と

並
行
し
、七
五
三
詣
り
を

執
り
行
い
ま
す
。

お
子
様
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
大
神
さ
ま

に
ご
祈
願
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。お
子
さ
ま・

お
孫
さ
ま
に
対
象
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、是
非
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

10
月
19
日
・
10
月
26
日

11
月
2
日
・
11
月
16
日
・
11
月
23
日

（
開
催
は
申
込
制
で
す
）

【
申　

込
】申
込
用
紙
に
記
入
又
は
、電
話
、F
A
X

【
申
込
先
】大
阪
本
苑

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内

【
日
時
】10
月
18
日（
金
）午
前
7
時
出
発
で
す

﹇
時
間
厳
守
﹈で
お
願
い
し
ま
す

【
帰
苑
】午
後
5
時
頃
予
定

●
香
良
洲
神
社
・
大
本
友
好
祈
念
碑
除
幕
式

　
団
体
バ
ス
乗
車
の
ご
案
内

松
山
だ
よ
り

松
山
ご
奉
仕
は
左
記
の
予
定
で
す

●
松
山
整
備
10
月
19
日（
土
）・
11
月
2
日（
土
）

　
11
月
16
日（
土
）・
30
日（
土
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
採
取　
11
月
7
日（
木
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
選
別　
11
月
8
日（
金
）午
前
10
時

　
皆
様
の
ご
参
加
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

第
１
５
３
回
な
に
は
づ
短
歌
会
は
、
9
月

7
日
（
土
）
午
後　

大
阪
本
苑
に
て
開
催
。

　

参
加
者
５
人
、
詠
草
24
首

【
9
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井
　
さ
え
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
に
沸
く
ニ
ュ

ー
ス
の
後
ガ
ザ
攻
撃
に
泣
く
児
の
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
靖
子

夏
休
み
の「
子
ど
も
科
学
電
話
相
談
」の

ラ
ジ
オ
の
声
を
楽
し
み
て
聴
く

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
１
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
、
乙
姫
様
月
次
祭
ま
で
に
本
苑
に
お

送
り
下
さ
い
。

●
第
57
回
霊
界
物
語

　
全
国
一
斉
物
語
拝
読
案
内

　

聖
師
様
が
大
正
10
年
10
月
18
日
に
霊
界
物

語
を
口
述
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
左
記
の
通
り

全
国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

○
日
時
：
10
月
18
日（
金
）午
後
7
時
30
分
よ
り

○
大
阪
本
苑
信
徒
の
拝
読
箇
所
は
、

　
霊
界
物
語
36
巻
〜
42
巻
で
す

　

例
年
通
り
、
各
分
所
支
部
の
割
り
当
て
に
応

じ
て
拝
読
願
い
ま
す
。分
所
支
部
に
所
属
さ
れ

て
い
な
い
信
徒
の
皆
様
は
、
拝
読
さ
れ
た
箇
所

を
本
苑
ま
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。大
阪
本
苑
青
年
部

詳
し
く
は
大
本
誌
9
月
号
5
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

聖
師
さ
ま
は
、
「
人
類
は
本
来
兄
弟
同
胞
で
あ

り
、
一
心
同
体
で
あ
る
」
と
提
唱
さ
れ
、
大
正
14

年
6
月
9
日
人
類
愛
善
会
を
創
立
を
さ
れ
ま
し

た
。
二
代
さ
ま
は
、
昭
和
24
年
12
月
8
日
人
類
愛

善
会
再
発
会
式
に
て
、
「
わ
た
し
の
念
願
は
国
だ

の
宗
教
だ
の
と
い
う
垣
根
を
と
っ
て
、
世
界
中
が

み
ん
な
親
子
兄
弟
に
な
っ
て
仲
良
く
暮
ら
す
世
の

中
を
つ
く
る
こ
と
」
「
今
は
世
界
の
大
峠
に
た
っ

て
い
る
」
と
お
示
し
さ
れ
た
。

　

今
日
も
続
く
混
迷
の
時
代
に
「
A
I
Z
E
N

１
０
０
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
教
団
方
針
・
人
類
愛
善
会 

活
動
方
針
】
を

活
用
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
「
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
生
命
活
動
」
で
す

研
鑽
□
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
等
を
通
し
て
終
末

　
　

期
医
療
（
延
命
治
療
）
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

啓
発
□
「
脳
死
は
人
の
死
で
は
な
い
」
こ
と
を    

　
　

伝
え
よ
う
。

　

去
る
９
月
23
日（
月
）10
時
よ
り
、

大
阪
本
苑
に
お
い
て
斎
主 

伊
藤 

香 

本
苑
長
の

も
と
、三
代
教
主
様
34
年
祭
遥
拝
祭
が
厳
粛
に

執
行
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　

 （
参
拝
者
5
人
）

三
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
報
告

　

去
る
10
月
4
日（
金
）〜
10
月
5
日（
土
）に

大
阪
本
苑
の
障
子
、網
戸
の
張
り
替
え
が
行
わ

れ
た
。参
加
者
は
両
日
と
も
に
8
人
。お
か
げ
さ

ま
で
無
事
に
作
業
が
完
了
し
清
々
し
い「
神
の

家
」と
な
り
ま
し
た
。ご
奉
仕
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

障
子
、網
戸
張
替
え
の
御
礼

　

9
月
11
日（
水
）に
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願

が
実
施
さ
れ
、
大
阪
本
苑
管
下
で
は
2
5
7
ヶ

所
で
4
1
8
名
が
参
拝
し
た
。

　
こ
の
平
和
祈
願
は
「
世
界
の
恒
久
平
和
実
現

の
た
め
全
信
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
世
界
平
和
祈

願
を
行
い
、
み
ろ
く
の
世
建
設
の
ご
用
に
参
加

奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
。大
阪
本
苑
で
は
青
松
会
員
に
よ

り
神
饌
物
が
供
え
ら
れ
、3
名
が
参
拝
し
た
。

『
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
』報
告

【
開
催
日
】１１
月
２4
日（
日
）

【
開
催
場
所
】和
歌
山
み
か
ん
山

【
集
合
時
間
】午
前
８
時
３０
分
集
合（
9
時
出
発
）

【
集
合
場
所
】大
阪
本
苑

【
持
ち
物
】弁
当
、飲
み
物
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

※
虫
さ
さ
れ
に
弱
い
方
は
長
そ
で
長
ズ
ボ
ン
が

　

望
ま
し
い
で
す
。※
車
は
相
乗
り
と
な
り
ま
す

【
締
切
り
】１０
月
23
日（
水
）

●
み
か
ん
狩
り
の
ご
案
内

　

11
月
3
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

で
開
祖
大
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
祖
大
祭
遥
拝
祭
お
知
ら
せ

　

11
月
10
日（
日
）大
阪
本
苑
11
月
月
次
祭
祭
典

後
、分
所
支
部
役
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
分
所
支
部
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
、「
素
晴
ら

し
き
か
な
大
本
〜
次
世
代
に
つ
な
ぐ
大
本
の
使
命

と
誇
り
と
は
〜
」
と
い
う
講
題
で
、
矢
野
美
也
子

特
任
宣
伝
使
に
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
一度
、
大
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る

機
会
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１０
月
３１
日
ま
で
に
本
苑
ま
で
申
し
込
み
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
分
所
支
部
役
員
研
修
会
の
お
知
ら
せ

【
祭
典
日
時
】11
月
2
日（
土
）

【
会　

場
】亀
岡
市
天
恩
郷　

万
祥
殿

【
締　
切
】10
月
27
日（
日
）

に
こ
に
こ
金
婚
式（
金
婚
式
奉
告
祭
）

①
午
前
10
時
30
分
②
午
後
２
時
30
分
の
い
ず
れ
か

【
対　

象
】
昭
和
49
年
12
月
31
日
以
前
に
結
婚

　
　
　
　
　

さ
れ
た
ご
夫
婦（
ご
結
婚
50
年
以
上
）

【
準　

備
】衣
装
等
の
ご
用
意
や
着
付
け
は
各
自
で

に
こ
に
こ
七
五
三（
七
五
三
奉
告
祭
）

①
午
前
11
時
②
午
後
3
時
の
い
ず
れ
か

【
準　

備
】衣
装
・
髪
飾
り
な
ど
の
用
意
や

　
　
　
　
　
着
付
け
、ヘ
ア
セ
ッ
ト
は
各
自
で

（
詳
し
く
は
大
本
誌
10
月
号
15
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

●「
に
こ
に
こ
金
婚
式
」

「
に
こ
に
こ
七
五
三
」ご
案
内

●
教
本
認
定
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

教
本
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
ふ
る
っ
て
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
24
日（
日
）・
12
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜

【
費
用
】
テ
キ
ス
ト
代 
初
級
（
三
級
）
5
2
4
円

　
　
　
　
　

 

中
級
（
一
・
二
級
） 

7
3
3
円

（
食
事
代
は
実
費
（
外
食
も
可
能
）

【
申
込
】
所
属
、
受
講
す
る
級
を
大
阪
本
苑

　
　
　
　

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

大
阪
本
苑
Ｆ
Ａ
Ｘ06-6651-6611
（
宣
教
部
）



令和6年10月13日(4) 大阪本苑だより

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

玉
串
の
郵
送
・
振
込
先
の
ご
案
内

◆ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
り
込
み
は

【
口
座
番
号
】0
0
9
4
0-

6- 

3
1
4
5
5

【
口
座
名
義
】大
本
大
阪
本
苑

◆
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
か
ら
の
振
り
込
み
は

【
銀
行
名
】ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
支
店
名
】〇
九
九
店（
ゼ
ロ
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
テ
ン
）

【
預
金
の
種
類
】当
座
預
金

【
口
座
番
号
】３
１
４
５
５

〒
5
5
7-

0
0
1
2

大
阪
市
西
成
区
聖
天
下
１
丁
目
３-

14

大
本
大
阪
本
苑

郵送・振込先のご案内
ゆうちょ銀行からの振込
【口座番号】00940-6- 31455
【口座名義】大本大阪本苑
ゆうちょ銀行以外からの振込
【銀行名】ゆうちょ銀行
【支店名】〇九九店
（ゼロキュウキュウテン）
【預金の種類】当座預金
【口座番号】３１４５５
〒557 - 0 0 1 2
大阪市西成区聖天下１丁目３-14
大本大阪本苑

神
饌
物
献
納
御
礼

　

9
月
祭
典（
本
苑
・乙
姫
様
・
慰
霊
大
祭
）に
は
左

記
の
方
々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

山
口　

孝
明 

様　
（　

曙　

）

　

○ 

岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

 

帰
幽
報
告 

（ 

令
和
6
年
9
月 

）

　
　
　

 

油
谷　

圭
祐　

毘
古　
（
木
の
花
分
所
）

　
　
　
　
　

9
月
12
日 

帰
幽　

享
年　

83
歳

　
　
　

 

小
西　

智
子　

毘
女　
（
未
所
属
）

　
　
　
　
　

9
月
15
日 

帰
幽　

享
年　

93
歳

　
　
　

 

竹
内　

知
子　

毘
女　
（
貝
塚
分
所
）

　
　
　
　
　

9
月
23
日 

帰
幽　

享
年　

85
歳

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

本
苑
日
誌（
9
月
）

●10月～11月 (一部)  行事予定 本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介灰釉茶盌

五代教主さま

【　

作　

】　

二
代
教
主
さ
ま

【
作
品
名
】　
と
も
し
び
の
歌

耀盌
聖師さま

エ
ス
語
講
習
会（
6
人
）

お　

茶（
9
人
）

松
山
採
取（
6
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
6
人
）

松
選
別（
6
人
）

常
設
講
座（
2
人
）

松
山
献
労（
5
人
）

短
歌
会（
5
人
）

誠
心
会
総
会（
12
人
）

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭（
1
7
3
人
）

長
寿
の
お
祝
い

秋
季
慰
霊
大
祭（
1
7
8
人
）

な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭

ジ
ョ
ー
ヤ
カ
フ
ェ
ー
ヨ（
9
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大
阪
本
苑
書
道
部（
13
人
）

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願（
4
1
8
人
）

松
山
献
労（
臨
時
）（
6
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
中
止
）

エ
ス
語
同
好
会（
3
人
）

宣
教
部
会

常
設
講
座（
2
人
）

松
山
献
労（
6
人
）

祭
式
講
習
会（
6
人
）

祭
式
講
習
会（
6
人
）

葬
祭
研
修
会（
7
人
）

三
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭（
5
人
）

お　

茶（
9
人
）

浄
書（
5
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会（
6
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
中
止
）

常
設
講
座（
1
人
）

乙
姫
様
月
次
祭（
74
人
）

参
事
会

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

10
日

11
日

4
日

15
日

17
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

25
日

26
日

28
日

本苑秋季大祭
AIZEN講話・秋のレクリエーション
分所支部長会議・ジョーヤカフェーヨ
祭服クリーニング
エス語講習会（初級文法）
大阪本苑書道部
エスペラント講習会（中級）
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
香良洲神社・大本友好祈念碑除幕式
宣教部会【リモート】
全国一斉霊界物語拝読
常設講座
松山献労
分所支部月次祭
お　茶
浄　書
霊界物語拝読会
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
参事会
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭
運営委員会

常設講座「神と人との関係」
松山献労
大本開祖大祭遥拝祭
エス語講習会（初級会話）
お　茶
松山採取
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
松選別
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭・七五三
（準備・掃除）御津ノ浜・貝塚・鶴橋・若松
（お茶席）青年部・青松会
分所支部役員研修会・分所支部長会議
ジョーヤカフェーヨ

AM

AM
PM
PM
PM
PM
AM
PM
PM

PM

AM
AM
PM
PM
PM

PM
PM

AM
AM
PM
AM
AM
PM
AM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
1：00
1：00
2：30
7：00
7:00
7:30

9:00

10:00
10:30
1:00
2:30
7:00

1:00
7:00

9:00
10:00
1：00
10:00
9:00
2:30
10:00
1:00
1:30
3:00
7:30
10:00

10月13日(日)

15日(火)

17日(木)

18日(金)

19日(土)

20日(日)
23日(水)
24日(木)

25日(金)
26日(土)

29日(火)

11月2日(土)

3日(日)
5日(火)
6日(水)
7日(木)

8日(金)
9日(土)

10日(日)

●
み
手
代
お
取
次

○
10
月
月
秋
季
大
祭　

吉
岡　

 

陽
子　

宣
伝
使

○
11
月
月
次
祭　
　
　

塩
谷　

 

幸
人　

宣
伝
使

○
12
月
月
次
祭　
　
　

小
坂　

 

邦
雄　

宣
伝
使

○
1
月
月
次
祭　
　
　

那
須 

眞
太
郎　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。


